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要 旨  

平安中期の動詞連用形に接続する「てあり」の示すアスペクト的意味は、細   

部では「たり」とは異なっている。具体的には動作動詞に接続する場合はト   

（動作）して、そのままである／いる」の意味になり、上接する動詞によって   

は進行の読みに取れるものもある。一方変化動詞に接続する場合は「、（変化）   

して、ある／いる（留まる）」の意味の変化結果の状態を表す。このように平安   

中期の「てあり」と「たり」は、「てあり」が「たり」の異形態とみなされるこ   

との多い上代語の様相とはかなり異なっている。以上のようなてあり文のアス   

ペクト的意味の特徴や連体修飾にみられる主名詞の制限などから、当時の「て   

あり」は「たり」とは構造的に異なったものである可能性が高い。  

0．はじめに   

古代日本語のアスペクト（相）を表す助動詞「たり」は動詞連用形に接続する助  

詞「て」に動詞「あり」がついた「てあり」を原形とする。「てあり」と「たり」  

のこのような語の形成上の関係から、両者は基本的には同じ様能を持つものではな  

いかと推定される。   

事実「てあり」と「たり」は奈良時代までは同じ機能を持つものとして並行して  

存在していた。しかし平安時代では「たり」の隆盛に比して「てあり」の使用はご  

く限られたものとなっている。それでは少数ではあるが平安期に用いられた「てあ  

り」はどのような機能をもち、その意味するところはどのようなものかを、「たり」  

と比較して、時代を平安中期に、また調査対象を促名散文にしぼって考察する。   

上記の考察をする資料として平安中期仮名散文の文学作品源氏物語（作り物語）、  

枕草子（随筆）、栄花物語（歴史物語）をとりあげた。これら3作品の本文・校訂  

については『新編日本古典文学全集」（小学館）に依拠し、解釈・現代語訳につい  

ては町新編日本古典文学全集jおよびー（新）日本古典文学大系1（岩波書店）を主  

に参考にした。用例に（）で添えた現代語訳は上記2種の解釈に筆者の考えを加  
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えて作成したものである。   

論の展開として最初の2節は「たり」には現れず「てあり」のみに見える現象を  

扱い、その内容は「動詞以外の上接語を持つテアリ」（第1節）と「テとアリの間  

に助詞の挿入がみられるチアリ」（第2節）に分かれる。それ以下の節では「たり」  

との比較可能なてあり形を扱い、具体的には「動詞連用形に接続するテアリ」（第  

3節）、「テアリ節の連体修飾」（第4節）となり、最後の第5節で本稿をまとめる。   

なお平安期には「てあり」と同じ形態（て＋存在動詞）のもので「あり」の代わ  

りに「侍り」「候ふ」等を用いた「て侍り」「て候ふ」などの待遇表現形も存在した  

が、今回はこれらの表現は扱っていない。従って人を主語とした存在様態の表現と  

いう面では今回の考察は制限されたものとなっている。   

以下では「てあり」はテアリと「たり」はクリと表記する■l。  

1．動詞以外の上接語を持つテアリ   

枕草子、源氏物語、栄花物語には、テアリが接続する用言の連用形として動詞の  

他に形容詞、形容動詞を接続する用法が22例あり、これは同時期のタリにはみら  

れない現象である。例文をあげる。（1）では形容詞を、（2）では形容動詞を受ける。  

（1）若くかたちよからむが、なりなど旦｛て垂阜むは、ましてよからむかし、  

（枕 45段）  

（2）なほこの道は離れがたくて、宮に御文こまやかにてありけるを、  

（源 若菜下）  

また打消しの助動詞「ず」の連用形にテアリが接続した「であり（＝ずてあり〉」  

が14例、断定の助動詞「なり」の連用形「に」にチアリが接続した「にてあり」  

＊l平安時代の「てあり」は動詞ばかりでなく、さまざまな語が上接し、また形態的には   

「てあり」単独形だけでなく、「て」と「あり」の間に係助詞も挿入されることもあり、   

多くの助詞・助動詞が下接し、それらに接続し得る異なった活用形をとって用いられて   

いる。これらの全ての形態に現われる「てあり」を代表する抽象的な形を「テアリ」と   

表記し、同じ趣旨で「たり」も「タリ」と表記する（以下片仮名表記は全て同じ趣旨で   

おこなう）。またチアリの「て」（助詞）を単独でテ、「あり」を単独でアリと表記する   

こともある。  
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の形も50例みられる。例文を示す。  

（3）さすがに人の心ゆるされ三重旦むことは、はじめより思ひし本意なかるべ  

しと惇りつつ、  （源 楕木）  

（4）かの弘徽殿女御の御方の女房なん、かしづき仁耳串阜といふことをほの聞き  

て、  （栄 巻8）  

これら形容詞、形容動詞、助動詞「ず」「なり」に接続するテアリは用言連用形に  

接続するという点ではタリと似ているが、ダリは用言でも動詞のみに接続するので、  

このようなテアリはタリとは比較できない。この理由により本稿ではこれらのテア  

リは扱わない。  

2．テとアリの間に助詞の挿入がみられるテアリ   

枕草子、源氏物語、栄花物語の「動詞連用形十テアリ」のテとアリの間に助詞が  

挿入された例を合計すると60となり、動詞に付くテアリの全用例106に対する比  

率は57％になる。挿入されている助詞は、「も」（22例）「なむ」（9例）「こそ（は）」  

（8例）「は」（8例）「ぞ」（6例）「や」（3例）「しも（は）」（3例）「さへなむ」（1  

例）で、ほとんど係助詞である。代表的な例文を3つほどあげる。   

（5）「いみじう、かたはらいたき事はせさせつるぞ。え聞かで、耳を重た＿邑壬宣  

ありつる。‥・」  （枕 83段）  

（6）大弐の奉れる香ども御覧ずるに、なほいにしへのには劣旦．三豊垂えむと思し  

て、  （源 梅枝）  

（7）いとおほどかに、御手す∫孤て旦垂昆虫ど、らうたげにあてはかなる筋に見  

ゆ。  （源 滞標）  

現代語の状態を示す文（8）に助詞「も」「は」が挿入された（9）（10）では、  

（8）花子は疲れている。  

（9）花子は疲れて且いる。  

（10）花子は疲れて追いない。   

（8）の文に対して（9）はトている」の～の部分をとりたて・強調しており、（10）は「～  
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ている」文の部分否定の意味をもつ。そのため（8）と（9）（10）では意味も幾分異なり、（9）  

（10）は（8）そのままの意味の肯定文、否定文とはとれない。この現象は「～テアリ」  

にもあてはまり、「テ十（係）助詞＋アリ（アラズ）」はテアリとは異なった意味合  

いを持つ。またタリには間に（係）助詞の挿入されている例は見当たらず、「テ＋  

（係）助詞＋アリ」との比較はできない。以上2つの理由により本稿では「テ＋（係）  

助詞＋アリ」のチアリ文は扱わず、タリとテアリの比較は「動詞連用形＋タリ」と  

「動詞連用形＋テアリ」の間でおこなう。   

一方、（係）助詞の挿入されない「動詞連用形＋テアリ」の形は46例ある。その  

うち動詞＋敬語補助動詞・助動詞連用形＋テアリの4例（「睦びきこえてあり」「語  

らひきこえてあり」「見なしたてまつりてあり」「悪うせられてあり」）は意味の不  

明確化を避けるため扱わないので、今回の主な検討の対象となる用例数は42 とな  

る。  

3．動詞連用形に接続するテアリ   

ここではテアリに上接する動詞を大きく動作動詞と変化動詞に分ける＊2。動作動  

詞は自動詞と他動詞に分け、他動詞は更に限界性の有るものと無いものに分ける。  

論述の都合上、検討は動作自動詞、動作他動詞（限界性なし）、動作佃動詞（限界  

性あり）、変化（自）動詞の順におこなう。  

3．1 動作の自動詞＋チアリ   

テアリに上接する語に自動詞としては「おこなふ」「ながらふ」「生く」「（北）か  

く」「廻る」（2例）「あたる」「笑ふ」がある。これらの自動詞は行為をしめす動作  

動詞である。  

二れIl† （11） 惟成入道は、聖よりもけにめでたくおこな叶て卑ヤ。花山院は御受戒、こ  

の冬とぞ思しめしける。  （栄 巻2）  

（惟成入道は聖よりもまさって格別殊勝に修行している。花山院は御受戒  

はこの冬とのご意向であった。）  

（12） 官の描きたまへりし絵を、時々見て泣かれけり。ながらへてあるまじきこ  

とぞと、とざまかうざまに思ひなせど、  （源 浮舟）  

＊2 動作動詞、変化動詞については鈴木（1999）参照。  
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（・・（このように）いつまでもつづけていてはならないのだと、あれや  

これやと考えあきらめようとするけれども）  

（13） よき筆、白き色紙、みちのくに紙など得つれば、こよなうなぐさみて、さ  

はれ、かくてしばしも生きてありぬべかんめりとなむおぼゆる。  

（枕 259段）  

（上等の筆、白い色紙、みちのくに紙などが手にはいると、ままよ、こう  

してしばらく生きていてもよさそうだと感じられます）  

ここに現れている（11）～（13）の動詞はテアリが接続することにより動作継続を表し  

ている。特に（11）の動詞「おこなふ」は鈴木（1999）でいう「タリには全く用いられ  

てない動作動詞」の1つでありり、（11）～（13）の「～テアリ」は動作の進行ととれる  

ものである（以下このようにとれる意味を「進行読み」とする）叫。  

（12）の「ながらへてあり」は対応する「ながらへたり」の用例がないので両者の  

遠いは不明であるが、（13）の「生きてあり」と次例（14）の「生きたり」を比較して  

みると、  

（14）「さばかりの夢をだにまた見てしがな。あはれ、何を頼みにて生きたらむ。  

‥」  （源 竹河）  

（あのときくらいの夢だけでもまた見たいものです。ああ、これからは何  

を頼みにして生きていったらよいのであろうか）  

（14）の「生きたり」は単なる状態に近いものであり、（13）のような「生きていつづ  

ける」のような進行の読みはない。   

つぎに「（北）かく」「廻る」「あたる」の例文を示す。  

ひさL （15）東の対の西の麻、北かけてあるに北の障子に、かけがねもなかりけるを、  

それもたづねず。  （枕 6段）  

（その局は束の対屋の、西の席の間で、北を向いているのであるが、その  

＊3 鈴木（1999）346貫。あげられている動詞は非能格動詞類である。このような非能格  

動詞が上接するというところにテアリのクリとの用法上の遠いが顕れているようである。  

＊4「進行」の定義については福沢（1997）を参照。  
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北のふすま障子には、かけがねもなかったのを、詮索しもしない）  

ち勺 （16）こなたはただ大きなる対二つ、廊どもなむ廻りてあ町ナるに、  

（源 若菜上）  

（こちらは、ただ大きな対屋が二棟で、いくつもの廊が廻らしてあったの  

だが）  

（17）一の所なれば、さすがにはるくる方なく塀の廻りてありしに、いとをかし。  

（栄 巻34）  

（さすがに眺望が届かないほど塀がめぐらされていたので、誠におもしろ  

い）  

（18）藤はこなたのつまにあたりてあ姓ば、御格子ども上げわたして、（源 花宴）  

（藤棚はこちらの端の方にあたっているので、どの御格子もみな上げて）   

（15ト（18）で用いられた動詞「（北）かく」「廻る」「あたる」も自動詞であるが■5、  

主語が建築物という無生物なので、これらの動詞がテアリに接続しても進行読みは  

生ぜず、「（～の方向を）むいている」「めぐらしてある」「（～の方に）あたってい  

る」のような、主語（建築物）・の存在状態を表すようである。しかしこれら3つの  

動詞にタリが接続した例が見当たらないので、例えば「廻りてあり」と「廻りたり」  

の意味の違いと言うものが不明であり、これら3つの動詞のテアリ文の意味に関し  

ては今後他の資料の調査が必要であると思える。  

つぎに「笑ひてあり」の例をしめす。  

（19）殿上にていみじうなむのたまふと聞くにも、はづかしけれど、「まことなら  

ばこそあらめ、おのづから聞きなほしたまひてむ」と笑ひてあるに、  

（枕 78段）  

（殿上の間でわたくしをひどくおっしゃていると聞くのも、気おくれを感  

じるけれども、うわさは本当のことならともかくとして、自然に聞いて（誤  

りも）お直しになるだろうと、笑ってそのままにしていたのだが）  

「笑って（その状態で）いる」と、間にある程度の時間をおいた表現となり、ダリ  

＊5 「（北）かく」は「北を向いている」の意味で自動詞と解した。  
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が接続する次例（20）のようなものとは異なる意味合いをもつ★6。  

（20） 立ちたりつる君も、障子口にゐて、何ごとにかあらむ、こなたを見おこせ  

ムl∫中一    て笑ひた阜、いと愛敬づきたり。  （源 椎本）  

（（先刻）立っていた女君も、襖の戸口に座って、何かおかしいことがあ  

るのか、こちらのほうを見てにっこりしているが、たいへんかわいらしい  

ことである）  

（11）～（13）のテアリ形の進行読みはどうして生じたのであろうか。テアリが下接  

した場合は、（11）～（13）の「～テ」で表される動作は限界（達成）性（telicity）の  

ないものでありり、またテアリのアリが存在を示すものなので、両者が、「動作が起  

こりそのまま存在する」というような意味を実現するものとして、スムーズに結ば  

れこの進行の意味が生じたものと思える。しかしこれらの動作行為の自動詞による  

進行読み解釈も主語に制限があり、例えば（15）～（18）のように主語が無生物の場合  

は、この読みは生じない。   

動作動詞が上接する場合、「～テアリ」は基本的には（例（19）のように）「～して、  

その（状態の）ままである／いる」という内容を表すが、動詞のもつ意味や文脈に  

より、上述したような進行読みも生じたようである。  

3．2 限界性のない他動詞＋テアリ   

他動詞の中でも限界性のない動詞「言う」（2例）「言ひかわす」「す（サ変動詞）」  

「もてなす」（2例）「思ひやる」がテアリに上接する例をあげる。これらの他動詞  

は行為の動作動詞である。  

（21）笑はせたまひて、「さらば、ただ心にまかせ。われらはよめとも言はじ」と  

のたまはすれば、「いと心やすくなりはべりぬ。今は歌のこと思ひかけじ」  

など言ひざあるころ、庚申せさせたまふとて、内の大臣殿、いみじう心ま  

うけせさせたまへり。  （枕 95段）  

（（中宮棟は）お笑いあそばされて、「それならば、ただそなたの心にまか  

＊6 （ZO）の「笑ひたり」は変化結果の状態を表していると思われる。  

＊7 限界（達成）性については工藤（1995）参照。  

一73－   



『筑波日本語研究』第十一号筑波大学人文社会科学研究科日本語学研究室2006  

せる。こちらは詠めとは言うまい」と仰せられるので、「とても気楽にな  

りました。もう今は歌のことは気にかけないようにしましょう」などと言  

っているころ、中宮棟が庚申をあそばされるというので、内大臣殿は、た  

いへん気をいれてご用意なされていらっしやる）  

（22）「‥。まだ縫ひたまはぬ人になほさせよ」とて、聞かねば、「さ言ひて率  

土むや」とて、源少納言、中納言の君などいふ人たち、物憂げに取り寄せ  

て縫ひたまひしを見やりてゐたりしこそをかしかりしか。 （枕 91段）  

（「‥。まだお縫いにならない方に直させてください」と言って、聞き  

いれもしないので、「そんなことを言ってこのままにしておけようか」と  

いうわけで、源少納言、中納言の君などという人たちが、億劫そうに取り  

寄せてお縫いになっているのを、（命婦の乳母が）遠くから見て座ってい  

たのがおもしろかった）  

（23）‥と、言ひ合はせたまひつつ、よう知りたまへり。「とほたあふみの浜柳」  

と貫ひかはしてあるに、若き人々、ただ言ひに、見苦しき事どもなど、つ  

くろはず言ふに、  （枕47段）  

（（頭の弁は）・・と、わたしと同じように中国の古い言葉をお引きになっ  

て、頭の弁の方もわたしが理解していることをよくしっている。頭の弁と  

わたしは「達つ近江の浜柳のように（離れてもまた会いましょう）」と言  

いかわしているのに、若い女房たちは、見苦しいことなどを、歯にきぬを  

着せずに言い立てるものなので）  

（21）は「自動詞＋テアリ」にみられたタリにはない進行読みの例である。（22ト（23）  

の「言ひてあり」はテアリのアリと結びついて「言ってそのままにしてある」「言  

っておいてある」というような意味になる。次例（24）の「言ひたり」を比較してみ  

ると、  

（24） 声ひきしじめ、かしこまりて物語しをるを、答へもえせずをかしと思ひけ  

り。「いと恐ろしく占ひたる物忌により、京の内をさへ避りてつつしむな  

り。外の人寄すな」と言ひたり。人目も絶えて、心やすく語らひ暮らした  

まふ。  （源 浮舟）  

（（宿守が）言葉短く畏まって何か言っているが、（宮の手前）時方は返事  

もできぬまま心中おもしろいと思っているのだった。時方は「まったく恐  

ろしいことが占いに出た物忌のために、京の内をさえ避けて謹慎している  
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のだ。ほかの者を寄せつけるな」と言っている。匂宮は誰にも見られるこ  

とがないので、気がねなく一日中（浮舟と）睦言を交わされる）   

（24）の「言ひたり」は動作終了の結果状態を表し（21ト（23）の「言ひてあり」とは異  

なった意味になる。   

つぎの「（～を）す（サ変動詞）」「もてなす」「思ひやる」も同種の動詞と思われ  

る。テアリ形とタリ形を並置して比較してみる（「思ひやる」にはクリ形がないの  

でテアリ形のみ示す）。  

（25） 御前に添ひ臥し、御帳のうちをゐ所にして、女房どもを呼び使ひ、局に物  

を言ひやり、文を取り次がせなどしてあるさま、言ひ尽くすべくもあらず。  

（枕 229段）  

（（乳母が）高貴な方の御前で御子に添い臥し、女房たちを呼び使い、自  

分の局に何か用事を言いに行かせ、手紙を取り次がせなどしているさまは、  

言いつくせそうにもない）  

（26） さきざき世を知りまつりごちたまへる人々多かるなかに、おのればかりす  

べき事ども上皇旦例はなくなんある。  （栄 巻15）  

（以前、摂政・関白となって世の政事をとられた人々は大勢いるなかで、  

この私ほどしなければならないことをした例はないことである）  

（27）夜をだに明かしたまはぬ苦しげさよ、いみじく哩せたてまつ  

らばや、など思ひて、  （源 総角）  

（夜を明かすことさえできかねているとはさぞお辛いことだろう、なんと  

かお幸せになるようにしてあげたい、などとお思いになって）  

（28）かつは、この人をいかにもてなして皐阜せむとすらん、ただ今、ものもの  

しげにてかの官に迎へ据ゑんも音聞き便なかるべし。・ （源 東屋）  

（それにしても、「自分はこの人をどう扱っていけばよいのだろう。今す  

ぐにも、いかにも重々しく我邸に迎え住まわせるのも、世間体がわるかろ  

う。‥」）  

（29）軸纏まゐらするまかなひ、取次などして、うたてゆゆしき事どもを言ひ思  

へど、つれなくもてなしたるもいとほしげなり。  （栄 巻10）  

（（中宮に）御膳をさしあげる給仕や取次ぎなどをして、とても不都合な  

ことだなどと言ったり思ったりもするが、しいて何気ないさまを装ってい  

るのも気の毒な感じである）  
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（30）御湯殿、やがて今日のうちに事あるべければ、御文博士召し、弦打に、五  

位十人、六位十人など召して、むげに夜になりて、儀式有様こまかならね  

ど、思ひやりてありぬべし。  （栄 巻26）  

（御湯殿の儀は、そのまま今日のうちにおこなはれることなので、御文博  

士をお召しになり、弦打に五位十人、六位十人などをお召になって、すっ  

かり夜になっておこなわれたが、その儀式の様子は詳細には述べないが、  

想像してみてもらいたい）   

（26）（29）のクリ形は動作（行為）の結果状態を表しているが8、（25）（27）（28）（30）のテ  

アリ形はアリが存在するため「～して、その状態にしつづける」というような意味  

を表している。  

3．3 限界性のある他動詞＋チアリ   

つぎに限界性のある他動詞にテアリが下接している例をみてみる。これらの動詞  

も行為の動作動詞である。多くの他動詞は限界性を持つので、この種の例文は多い。  

上接する動詞は「まかす」「知らす」「答ふ」「書く」「昏きしるす」「隠す」「迎え取  

る」「尋ね取る」「重ぬ」「つくる」である。各々の動詞のテアリ形とタリ形を並置  

して示す（類似の語はまとめて示す）。  

（31） 若宮はまだいと幼くおはしませば、おのづから御宿世に阜かせて卒サなん  

ものをなど、  （栄 巷9）  

（若宮は幼くていっらしゃるのだから、おのずとご運にまかせていらっし  

やればよいものを）  

（32） わが命長きこそ恥づかしけれ。宮は心にまかせたろやうにこそものしたま  

ひけれ。  （栄 巻33）  

（自分の寿命が長いのが恥ずかしい。官は思うままのことをせられたよう  

でいらっしやった）  

（33） 人にも、公にも、失せ隠れにたるよしを知らせてあり。 （枕 227段）  

＊8（27）（28）の「もてなす」は「世話をする」の意味であり、（29）の「もてなす」は「振   

舞う」の意味である。「世話をする」の意味の「もてなしたり」の例は見当らなかった。  
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（人にも、朝廷にも、失踪してどこかに隠れてしまったよしを知らせてあ  

る）  

（34） 人のいかに聞こえ知らせたることかある。  

（誰かが何かお耳に入れたことでもあるのですか）  

（35） ・と人々語れど、「世にあらじ」などいらへてあるに、  

（源 浮舟）  

Lも 日一日下にゐ暮ら   

（枕 78段）  してまゐりたれば、  

（‥と人々が話すけれど、「そんなことはないでしょう」などと、答え  

てそのままにしていると、一日中下局でじっと過して夜になって参上した  

ところが）  

（36） 宰相の君の、『瓦に松はありつるやj といらへたるに、いみじうめでて、  

（枕79投）  

ト・と宰相の君が応じたのを、（頭の中将が）たいへんほめて）  

（37）文字に書きてあるやうあらめど心得ぬもの、鵡。軌‥  （枕 逸4）  

（文字に書いてある理由はあるのだろうけれどどうも納得できないもの、  

・・）  

（38）「さうざうしきに、今日の有様すこし書きしろしてあらんなん、よかるべ  

き」  （栄 巻31）  

（少し物足りないので、今日の有様を少々書き記しておくのがよいであろ  

う）  

▲jr二：■ （39）絵所の方には洲浜を絵に書きて、くさぐさの花、生ひたるに勝りて宣互生  

且。  （栄 巻1）  

（絵所のほうでは洲浜を絵に描いて、草花を本物以上に措いている）  

（40） しばし、ここに隠してあらん、と思ふも、見ずはさうざうしかるべくあは  

れにおぼえたまへば、  （源 東屋）  

（しばらくここに隠しておこう、と思うにつけても、逢わないでいるのだ  

ったら物足りなく寂しいにちがいないし、いとおしく思わずにはいられな  

いので）  

（41） 紅葉の人たち、瑠璃をのべたる扇どもをさし曝したり。  （栄 巻36）  

（紅葉の人々は、瑠璃で飾った扇を顔にさし隠している）  

（42） をさをさ劣らぬ人も、類にふれて迎へ取りてあらすれど、こよなく衰へた  

る宮仕人などの‥  （源 浮標）  

（さして劣らぬ身分の人も、縁故をたよって呼び迎えてはいるが、‥）  

（43） 母君も亡せたまひて後、かの殿には疎くなり、この官には尋ね取りてあち  
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せたまふなりけり。  （源 椎本）  

（母君も亡くなられた後は、大納言家とは疎遠になり、この宮家で引き取  

って住まわせていらっしゃったのである）  

●・止ちIl （44） ‥といふ源兼澄、舞人にて土翠与りたろに、摂政殿御覧じて、  

（栄 巻3）  

（‥という源兼澄が舞人として盃を手にしたのを摂政殿がごらんになっ  

て）  

▲●、■■1■ヽ （45）二度の御祓のいそぎとり軍ねてあろべきに、ただあやしうほけほけしうて、  

つくづくと臥しなやみたまふを、  （源 葵）  

（二度目の御祓の準備が引き続いてあるはずなのに、どうしてかただ魂が  

ぬけたようになって、・・）  

（46） 女房の局、細殿や、局々の有様どもも、好みことさらめきたり、女房たち  

誠子をぞ織り重ねたる。  （栄 巻28）  

（‥局々の有様も、趣向が際立っている。女房たちは撫子の織物を着重  

ねている）  

（47）憎げにふすべ恨みなどしたまはば、なかなかことつけて、我もむかへ火三  

くりてあるべきを、  （源 真木柱）  

（（相手が）‥するのだったら、かえってそれをよいことに、こちらもむ  

かへ火をつくって備えようものを）  

t （48） 宝樹どもを廻りて立て並めさせたまへり。七宝をもてみな造りたり。  

（栄 巻19）  

（宝樹をぐるりと立てならべておありになった。七宝でもってみな追って  

ある）  

限界性のある他動詞は、動作（行為）の結果が何らかの形で残るので、「～して、  

その（状態の）ままである／いる」のような意味になる。一方これらの動詞のタリ  

形は動作（行為）の終了（完成）を表す。（31ト（48）のテアリ形とタリ形を比較し  

てみると、タリが結果状態のような読みになっている場合は、テアリ形とタリ形の  

アスベタクチェアリティ上の異なりは見出し難いが、タリ形においては現代語訳が  

タになる（34）（36）（44）のような完成的な意味が強くなるのに村し、テアリ形にはその  

ような例がみられないことは注目に催する。また、両者のアスペククチェアリティ  

の差がみえにくい場合でも、各用例の「～テアリ」の現代語訳に時折反映されてい  

るように、テアリにはタリにはない、結果の状態を意志的に維持する「～テオク」  
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というような含意が出やすいということは言えるかもしれない。  

3．4 変化（自）動詞＋テアリ   

テアリに上接する変化動詞の数は多く、それらの動詞は「古る」「うち古る」「う  

ち垂る」「絶ゆ」「人めく」「並ぶ」「勝る」「群る」「仕まつりつく］「かわく」「装束  

きたつ」「心つく」「薄らぐ］「起こる」「浄まはる」「落ちあぶる」「仰せごとめく」  

である。以下それらの変化動詞に接続するテアリの例を挙げ、同じ動詞でタリに接  

続する例がある場合はそれを並直し、両者の意味の違いを比較してみる（類似の語  

はまとめて示す）（（49）、（63））。タリに接続する例がない場合はテアリだけの例を  

しめす（（64）－（72））。   

（49）古き橋の柱ただ一つ残れり。「今はわが身を」といひたるに、昔もかく宣且  

三重且けると思ふもあはれなり。  （栄 巻38）  

（‥と歌ったのは、昔もこのように古びて立っていたのだったと思うに  

つけても‥）  

（50）「‥いかでかさつれなくうちふりてあ生しならむ。いみじうめでたから  

むとこそ思ひたりしか」  （枕 82段）  

（どうしてあなたはそんなに平気で古くさい姿でいたのでしょう。たいへ  

んすばらしかろうと思っていたのに）  

（51） いといたく荒れて、人目もなくはるばると見わたされて、木立いと疎まし  

くもの古りたり。  （源 夕顔）  

（‥見渡され、木立がとても気味悪いほど古びている）  

（52）下簾なくて、白き単衣の袖などうちたれてあめりかし。  

（枕 221段）  

（（車の）下簾もなくて、白い単衣の袖などを（車に）うち垂らしている  

ようである）  

（53）色を増したる柳枝を垂れ埠、花もえもいはぬ匂ひを散らしたり。  

（源 胡蝶）  

（緑を増した柳が枝を垂れ、花はまたえもいわれぬ匂いを漂わせている）  

（54） 何ともなくうたてありしかば、久しう里にゐたり。御前わたりのおばつか  

なきにこそ、なほえ碓えてあるまじかりける。  （枕137段）  

（何ということもなくいやな気分だったので、わたしは長い間里にじっと  

していた。だが（中宮の）御前あたりが気がかりで、やはり（出仕を）絶  
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えているわけにもいかなかった）  

（55） 父親王おはしけるをりにだに、古りにたるあたりとておとなひきこゆる人  

もなかりけるを、まして今は、浅茅分くる人も跡準えなるに、  

（源 末摘花）  

トの折りでさえ、古びたお邸とて、お訪ね申す人もなかったのだが、ま  

して今は荒れたる庭草を分けて訪ねる人もまったくなくなっている）  

（56） 世に人めきてあらまほしき身ならば、かかる御事をも、何かはもて離れて  

も思はまし。  （源 総角）  

（もし世間並みに暮らしたいと思う身ならば、このようなお話をどうして  

お断りする気にもなりましょう）  

（57） 親などに知られたてまつり、世の人めきたるさまにて、かやうなる御心ば  

へならましかば、などかはいと似げなくもあらまし、  （源 蛍）  

（親などに知っていただき、世間並みの身の上となって、このような（殿  

の）お心づかいをお受けするのだったら、何もそれほど不似合いなことで  

もなかろう）  

（58） 若く盛りに今咲き出づるやうならん人には並びてあらじと、深く思しめし  

たり。  （栄 巻31）  

（若盛りの今にも咲き出す花のような方とは並んで競争などはすまいと、  

・・）  

（59） いみじうかしづきたまふが、いとうつくしうて、大将殿の太郎君と立ち選  

びたるを、  （源 真木柱）  

（・・かわいらしくて、大将殿の太郎君と並んで立っているのを）  

（60）「‥あはれなりけることなりや。わが心にも膵りてありけるかな」  

（栄 巻10）  

（りっばなことであるわい。私のこころよりまさっていたことよ）  

（61） 君は、いにしへにもまさりたろ御勢ひのほどにて、ものの思ひやりもまし  

て添ひたまひにければ、  （源 蓬生）  

（源氏の君は、昔にもまさった盛んな御勢いで、思いやりもずっと深くなり）  

（62）殿の御前どもは、側の方に忍びやかにうち群れてあるに、院の御供の人々  

忍びさせたまヘビ、いと多くぞさぶらふ。  （栄 巻13）  

（殿の御前駆の看たちは 端の方に人目につかぬように－固まりになって  

控えているが、院のお供の人々は（院が）日立たぬようにさせていらっし  

やるが、じつに多人数である）  
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lr■とり （63） 群鳥の 群れたるなかに ただひとり  （栄 巻9）  

（群がっている鳥たちのなかから、ただ一羽）  

（64）この殿に塵豊郷けるほどに、おのづからこの姫君の生れたま  

ひにければ、  （栄 巻16）  

（このお邸にご奉公したまま居ついているうちに、たまたま姫君がお生ま  

れになり）  

（65）「むげになく密わきてあうばこそさも言はめ、出づるをりもあるを、－すぢ  

にもつけけるかな」  （枕 36段）  

（全く水がなくて乾いているのであれば、そうと（水無しと）言ってもい  

いでしょうが、水が湧き出る時もあるのに、一方的につけたものですね）  

（66） さて、まことに寅の時かと、装束きたちてあるに、明け果て、日もさし出  

でぬ。  （枕 260段）  

（さて、本当に寅の時かと思って、すっかり身支度を整えて待っているの  

に、夜が明け果てて、日も出てしまった）  

（67）年ごろ心つけて旦与むを、目の前に思ひ遠へんもいとほしう思しめぐらさ  

れ  （源 明石）  

（長年の間執心していたのだろうに、みすみす失望させるのも気の毒に思  

い‥）  

（68）見るかぎりは憎げなき鰍心ぼえもてなしなるにやうやう思ふこと塵与旦壬  

ゑ且つるを、  （源 宿木）  

（宮（匂宮）もー緒にいる限りでは憎めないお心使いやお扱いなので、だ  

んだんと悲しみの薄らいできているのを）  

（69）「忍びたることとても、御心より重りてありしことならず。親にて、亡  

き後に聞きたまへりとも、  （源 晴蛤）  

（育との内緒事と申しても、ご自身からしでかされて起きたことではござ  

いません）  

（70）この人々もみな精進し、浄ま昼りヱ旦るに、「さらば、今日は‥」  

（源 浮舟）  

（こちらの人々もみな精進して、身を清めて控えていたのだが、‥）  

（71）「あさましうて失ひはべりぬと思ひたまへし人、世に落ち皐鱒てあるや  

うに、人のまねびはべりしかな。  （源 手習）  

（嘆かわしくも死なせてしまったと思っておりました女が、この世に落ち  

ぶれて生きているとか、人が伝えてくれました）  

－81－   



『筑波日本語研究』第十一号筑波大学人文社会科学研究科日本語学研究室2006  

（72）侍従の内侍、‥中略‥仰せごとめきてありけるなるべし。（栄 巻32）  

（‥・と女院の仰せ言といったふうに内侍が詠んだものであろう）  

変化動詞にテアリが接続するとテアリの中のアリによって「変化して、（その結  

果が）、ある／いる（留まる）」という変化後のある時間（期間）内の持続状態を示  

す。一方変化動詞＋タリは単に変化の結果状態を表す。両者のこの遠いは（49）、（63）  

のテアリ文とタリ文を比較することにより明らかであろう。例えば（56）の「人めき  

てあり」と（57）の「人めきたり」を比べると、「人めきてあり」が「世間並みになっ  

て、ある（＝暮らす）」の意味であるのに対し、「人めきたり」は「世間並みになっ  

ている」という変化結果状態を示すだけである。また「変化動詞＋テアリ」の「変  

化して（その結果が）、ある／いる（留まる・続ける）」という意味の特徴は（64）～（72）  

の例文にも顕著に現れることも多く、たとえば（71）の「落ちあぶれてあり」は「落  

ちぶれて、ある（＝生きている）」の意味である。   

しかし変化動詞＋テアリと変化動詞＋タリとの間には動作動詞に接続したテアリ  

とタリにみられるほどの異なりはない。変化動詞＋テアリとタリはどちらも変化結  

果の状態を表し、両者の間にアスペクチェアリティにおける、明確なカテゴリー上  

の異なりが見られるほどの違いはないからである。  

3．5 3節のまとめ   

3．1～3．4で得られた結果から示唆されることは何であろうか。3節で示さ  

れた例文においてはテアリのアリが、「、テ」から独立したものとして、意味解釈  

に常に絡んでおり、またそのアリは存在の意をもつ動詞「あり」に近い性格のもの  

であることがわかる。タリは「てあり」より形成されたものであるが、3節のタリ  

の例文から見る限りでは、タリ文の意味解釈にアリが独立したものとして直接関与  

しているものは見当たらない。このようにタリと比較した場合、テアリの方が単独  

動詞「あり」の性質を相対的によく保持しており、またテアリのアリの方がタリ中  

のアリよりも（形態的にばかりでなく）意味的に独立性が高いということが言える。  

4．テアリ節の連体修飾  

4．1 テアリ連体節   

3節では枕草子、源氏物語、栄花物語の動詞連用形に接続するテアリ文で、テア  

リに（係）助詞が挿入されてない42例を示した。この42例の中でテアリが連体修  

飾節を構成しているものは次の7例である。  
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（73）「いと心やすくなりはべりぬ。今は歌のこと思ひかけじ」など言ひ三塁旦  

ころ、（＝（21））  （枕 95段）  

lI′Lけも：わ （74）文字に書き王立を聖う．あらめど心得ぬもの、妙塩。相。‥  

（＝（37））  （枕 逸4）  

（75） 女房どもを呼び便ひ、局に物を言ひやり、文を取り次がせなどし三重旦真  

裏、言ひ尽くすべくもあらず。（＝（25））  （枕 229投）  

（76）「あさましうて失ひはべりぬと思ひたまへし人、世に落ちあぶれ三重旦聖  

うに、人のまねびはべりしかな。（＝（71））  （源 手習）  

（77） この殿に仕へまつりつきエ塾且廷薫娃どに、おのづからこの姫君の生まれ  

たまひにければ、（＝（64））  （栄 巻16）  

（78）世に人めき三重主星隠し象身ならば、かかる御事をも、何かはもて離れて  

も思はまし。 （＝（56））  （源 総角）  

（79）忍びたることとても、御心より起こり三屋且Lニ＿とならず。親にて、亡き  

後に聞きたまへりとも、（＝（69））  （源 晴蛤）  

（73ト（77）の主名詞（＝被修飾名詞）は「ころ（頃）」、「ほど（程）」、「やう（様）」、  

「さま（様）」と全て抽象的形式名詞であり、そのうち トニろ」、「、ほど」は時  

の副詞節を構成しており、「～やう」、「～さま」は内容節を構成している。（78）（79）  

の主名詞「身」、「こと」は連体節との格関係で主格（主語にあたるもの）となる  

ものである。  

4．2 山下（1996）との関連   

本節ではテアリの中の「～テ」より独立した動詞「アリ」の存在を確認するため  

テアリ節の連体修飾についてみてみる。テアリ節のアリに言及した先行研究に山下  

（1996）がある。山下氏はこの論文で、平安末の今昔物語集ではテアリ連体修飾（テ  

アリ＋助動詞も含む）における主名詞が抽象的形式名詞に集中し、修飾節との格関  

係で村椿をとるもの（目的語に当たるもの）がみられない事に注目し、「テアルが  

補助動詞化していなかった場合、この制限が起こる」とし、「アルが独立した動詞  

としてテアルがテとアルとに分かれていれば、アルは存在を表すものとして、主語  

と結びつき、主語を主名詞とする連体修飾が構成されるが、目的語とは結びつかず、  

従って目白勺語を主名詞とする連体修飾は構成されない」としている。このテアリ連  

体節における主名詞の制限が平安中期にも行われていたかをみてみる。  

－83－   



『筑波日本語研究』第十一号筑波大学人文社会科学研究科 日本語学研究室2006   

すでに述べたように（73）～（77）のテアリ連体修飾節の主名詞は全て抽象的形式名  

詞であり、これらの主名詞は連体節との格関係はない。（78）（79）の主名詞「身」「こ  

と」は連体節との格関係で主格（主語にあたるもの）となるものである。次の例（80）  

のタリ連体修飾の例に見られるような対格をとるもの（月的語にあたるもの）の例  

は1つもない。  

（80）ふくだめて、上に引きたりつろ重など消えて、  （枕 23段）  

（73）、（79）の例文から山下（1996）のいうテアリ連体節の主名詞制限が平安中期に  

も行なわれていることが明らかである。このことは平安中期においてもテアリを構  

成している「アリ」がトテ」から独立した動詞であることを示している♯9。   

またこのようなチアリ節の主名詞制限が、テアリ節が（73）～（77）にみられる形式  

名詞を主名詞に選択することを促したものと思える。さらにはテアリ節が動作の進  

行や、「（動作）して、そのままである／いる」や「（変化）して、ある／いる（留  

まる）」のように、ある程度の時間幅を持つ意味を表すので、ころ（頃）、ほど（程）、  

やう（様）、さま（様）のようなある程度の時間幅を許す名詞が主名詞として選ば  

れたものと思える。  

5．本箱のまとめ   

最後に本稿の内容を短くまとめると次のようになろう。  

ロ 平安中期のテアリの「動作動詞＋テアリ」は、「変化動詞＋テアリ」が「（変  

化）して、ある／いる（留まる）」の意味であるのに対し、「（動作）して、（そ  

のままで）ある／いる」の意味を表す。   

瓦 同時期のクリが（上接動詞、文脈の条件によっては）タで現代語訳されるよ  

うな完成相の用例を持つのに村し、テアリには完成相の用例がほぼ見当たら  

ない。   

回 口且や、4．2で見た連体修飾節における主名詞制限の状況等からみて、平  

安中期のテアリはタリのような一語の助動詞ではなく、接続助詞テと、「～  

＊9 この主名詞制限はテアリ節の例を「テ十（係）助詞十アリ」のテアリ節まで範囲を広  

げても守られている。  
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テ」から独立した存在の意味を持つ動詞アリから構成されていると目される。  
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